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（２）平成24年７月20日 第123号埼 印 工 だ よ り

　平成24年５月17日（木）、浦和ワシントンホテルにおい
て埼印工組通常総会が開催されました。今回は、総会、
MUD表彰式、講演会、懇親会と５時間もの長丁場でありな
がら、中身の濃い企画で行われました。総会は大谷専務理
事の司会で、佐藤副理事長の開会挨拶、惠青年部会長の印
刷産業人綱領斉唱で始まりました。続いて新井理事長が
「昨年は震災に明け、震災に暮れた１年でしたが、事業活
動も無事にやり終えることができました。そして、新年度
はさらに良いスタートが切れるように皆様方のご協力をよ
ろしくお願いします。」と述べられました。
　議事は、総会開催地の支部より議長を推薦するとの慣例
により、浦和支部新保信義氏が議長となり進行しました。
第１号議案 平成23年度事業報告承認の件、第２号議案 平成
23年度収支決算承認の件、以上２件が大谷専務理事から提
案され、続いて古瀬・今津監事による監査報告を受け、満
場一致で承認されました。第３号議案 定款変更について
は、組合員数減少による理由で、「理事数を20人以上25人
以内とし、理事のうち１人を理事長、５人を副理事長、１
人を専務理事、６人を常務理事」と理事数と常務理事数が
減少しました。第４号議案 役員選出では、任期満了に伴う
役員改選で、三役全員を再選しました。第５号議案 平成24
年度事業計画（案）承認の件、第６号議案 平成24年度収支
予算（案）承認の件も承認され、第７号議案　借入金の最
高限度額決定の件も無事承認され、全ての議案が原案通り
承認されました。そして、中央会共同受注の報告があり、
岩渕副理事長が閉会の言葉を述べ、総会は滞りなく終了し
ました。
　続いてMUD表彰式が執り行われましたが、詳しくは、別
ページでのご紹介をご覧ください。
そして、講演会ですが、講師に日本銀行調査統計局参事役
　市川能英（よしひで）様にお越し頂き、「最近の金融経
済情勢について」というテーマでご講演を頂きました。正
直、堅苦しいテーマで皆さんの評価はどうかな？という不
安感もありましたが、絶妙なトークと身近な話題をうまく

とりあわせて、充実した時間となりました。
　第４部懇親会は、市川常務理事の司会でスタートしまし
た。新井理事長から「新年度も組合員、青年部、関連企業
の『三方よし』を基本に事業を進めたい」との挨拶があ
り、渋木副理事長によるご来賓の紹介、関連企業の紹介と
続きました。ご来賓からは、埼玉県議　宮崎栄治郎様、中
央会熊谷支所長　蛭間幸男様、MUD協会理事長　伊藤裕道
様に、そして関連企業を代表して、㈱共同紙販ホールディ
ングス　代表取締役　郡司勝美様にご挨拶を頂きました。
そして乾杯は、設楽印刷機材㈱設楽守廣様の元気な発声で
宴が始まりました。余興では執行部のハーモニカ演奏があ
り、幼児用、小学生用のハーモニカを手に四苦八苦してい
る姿に、皆からの笑いと拍手で会は益々の盛り上がりを見
せておりました。中締めは城戸常務理事が見事な締めを、
そして閉会の言葉を開催地浦和の支部員全員が壇上に集合
し、再会を誓って懇親会はお開きとなりました。

平成24年度　埼玉県印刷工業組合通常総会開かる
５月17日（木）浦和ワシントンホテルにて

新井理事長　挨拶 議長　浦和支部　新保組合員

来賓 宮崎県議

受講風景

来賓 中央会 蛭間氏

講師　日本銀行　市川氏



平成24年７月20日（３）第123号 埼 印 工 だ よ り

◎ 渋 木 理 俊 (大宮) 金 森 正 臣 (浦和) 関 根 薫 (浦和)

○ 城 戸 紀 夫 (川口) 堀 川 眞 治 (飯能)

◎ 市 川 博 也 (熊谷) 伊 古 田 俊 (秩父) 大 川 正 行 (熊谷)

○ 野 坂 弘 幸 (本庄) 惠 勇 人 (川口) 新 道 行 (深谷)

◎ 佐 藤 伍 郎 (川越) 須 賀 一 夫 (川越) 古 内 司 朗 (川越)

○ 井 坂 功 (大宮) 石 川 治 (秩父)

◎ 櫻 井 豊 喜 (川越) 関 口 裕 治 (熊谷) 高 橋 徹 (大宮)

○ 新 道 行 (深谷) 小 幡 和 佑 (行田) 海 野 了 一 （行田）

◎ 岩 渕 均 (浦和) 佐 藤 伍 郎 (川越) 櫻 井 豊 喜 (川越)

○ 望 月 諭 (大宮) 大 谷 純 一 (行田) 渋 木 理 俊 (大宮)

◎ 大 谷 純 一 (行田) 櫻 井 豊 喜 (川越) 大 川 正 行 (熊谷)

○ 飯 田 一 義 (熊谷) 高 橋 徹 (大宮) 井 坂 功 (大宮)

新 道 行 (深谷)

委員会名簿（案）

青年部

組織活性委員会

教育研修委員会

官公需対策委員会

広報委員会・
ＣＳＲ推進委員会

経営革新・
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会

環境･労務委員会

          ◎委員長　○副委員長　（　）支部名

懇親会司会  市川常務理事

浦和支部員集合

執行部でハーモニカ演奏

乾杯 設楽印刷機材 設楽氏

司会　大谷専務理事
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 川    口 ○城戸　紀夫 　惠　 勇人

浦   和 　岩渕　 均 ○金森　正臣（新） 　関根 　薫（新） 古瀬　和正

  渋木 理俊 ○望月　諭（新） 　高橋   徹

　井坂　 功（新）

　佐藤 伍郎 　須賀　一夫　 中村　照雄

○櫻井 豊喜

坂戸・鶴ヶ島・小川

狭山・所沢・飯能 　堀川  眞治

行     田 ○大谷 純一 　小幡　和佑（新） 今津利之助

春日部・岩槻

　新井正敏 ○関口 裕治 　飯田  一義

　市川  博也 　大川　正行（新）

○新　 道行（新） 　野坂　弘幸 新　精一

　石川 　 治

青 年 部 　海野　了一（新）

理　　事三役

熊谷・鴻巣

顧問

深谷・本庄・秩父

            ○印　支部長

役員一覧表（平成2４・２５年度）                                      

計

大宮･上尾

川    越

支部 監事常務理事



（４）平成24年７月20日 第123号埼 印 工 だ よ り

　埼玉県印刷工業組合主催、第２回のメディア・ユニバー
サル・デザインコンペティションの表彰式が、５月17日、
通常総会終了後に挙行されました。テーマは、前回同様
「彩り埼玉」。前回、埼玉のすばらしさを表現した作品が
寄せられましたが、埼玉の魅力はまだたくさんある、との
思いで、あえて同じテーマでの募集となりました。
　審査は、４月30日、鴻巣アサヒホールにて芝浦工大デザ
イン科橋田教授を委員長に、６人の審査委員による厳正な
る審査の結果、埼玉県知事賞、さいたま市長賞、埼玉県教
育委員会教育長賞、さいたま市教育委員会教育長賞、理事
長賞が各１点、関連企業協賛賞9点、奨励賞６点が選ばれま

した（別表）。
今回は、県内組合員企業を中心に個性的で特徴ある作品が
多く寄せられると共に、高校の学生さんたちからの応募作
品も数多くあり、総数60点と前回に比べ大変多くなりまし
た。よって関連企業のご協力を頂き、関連企業協賛賞を２
点追加、又特別に奨励賞が設けられました。
　表彰式では、新井理事長が賞状を渡すタイミングで、受賞
した作品がスクリーンに大きく映し出されファンファーレが
鳴る、という趣向を凝らし、表彰式を盛り上げました。
　また、「入賞した作品を是非見てみたい」との声に応
え、今回は会場の両脇に入賞作品を展示し、作品現物を見
て頂きました。

〔MUD協会理事長　伊藤裕道氏　総評〕

　印刷業界だけでなく一般社会にもメディア・ユニバーサ
ルデザインへの理解や感心が深まっています。すでに製品
化された作品もあります。今後の作品には、メディア・ユ
ニバーサルデザインの新たな可能性を見出すような作品を
期待しています。

秀飯舎 高木氏
さいたま市長賞

望月印刷　小林氏
埼玉県教育長賞　新座高等学校 さいたま市教育長賞 理事長賞　秀飯舎 鈴木氏

ＭＵＤ協会理事長　伊藤氏

受賞者一同

司会　櫻井副理事長
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　胆管がんを発症したとする今回の問題は、既にマスコミ等で大きく報道され、印刷業界に大きな影響を与えて
おります。その原因も「インキを洗う有機溶剤」にあるらしいとの見解が示されておりますが、それらの化学物
質を取り扱う作業環境にも大きな問題があると思われます。
 オフセット印刷に携わる私たちが、安心して働ける環境を得る為にも、情報収集は欠かせないところですが、
６月５日に送られてきた埼玉労働局からの対策と５月24日付の印刷インキ工業連合会の注意文をご紹介致しま
す。

　大阪府内の印刷事業場において、印刷業務に従事した労
働者が胆管ガンを発症したとする３件の労災請求がなさ
れ、厚生労働省では、５月21日付で日本印刷産業連合会に
対して、印刷事業場で使用している印刷インキ、洗浄剤等
について安全データシートよりその化学物質の成分を把握
し、特化則及びがん原性指針、有機則等の対象物質が含ま
れる場合には法令に照らして適切な対応を図るよう要請し
ております。
　今回の問題は新聞報道に寄りますと、印刷インキの洗浄
剤としてジクロロメタン及び１，２－ジクロロプロパンが
使用されたことに起因する疑いがもたれていることから、
当連合会会員各社に対しても顧客先から問い合わせが多数
寄せられております。現在、当連合会ではこの問題に関し
て以下のように考えております。
　印刷インキにつきましては、当該化学物質を組成上、配
合しておりません。とくに、ジクロロメタンについてはそ
の有害性から、当連合会が制定しました「印刷インキに関
する自主規制」（通称、NL規制）の禁止対象物質としてお
ります。一方、洗浄剤等印刷材料はNL規制の対象外ではあ
りますが、顧客先の要望に応じて会員各社で各種商品を販
売しております安全データシートの作業従事者への周知徹
底と同時に適切な取り扱いをお願いするとともに、できる
限り塩素系洗浄剤は避けて代替品の使用をお願い申し上げ
ます。

　厚生労働省では、有機溶剤その他の化学物質は、印刷業
はじめ多くの事業場で使用されていますが、一部の化学物
質については、特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働
省令第39号。以下「特化則」という。）及び有機溶剤中毒
予防規則（昭和47年労働省令第36号。以下「有機則」とい
う。）で局所排気装置の設置、健康診断、作業主任者の選
任等が義務付けられているほか、「労働安全衛生法第28条
第３項の規定に基づき厚生労働省が定める化学物質による

印刷業における化学物質による健康障害防止対策について

塩素系洗浄剤の取り扱いについて
印刷インキ工業連合会

印刷業における化学物質による健康障害防止対策について
埼玉労働局長

健康障害を防止するための指針」（平成23年健康障害を防
止するための指針公示第21号。以下「がん原生指針」とい
う。）が公表されているところです。
　今般、大阪府内の印刷事業場において、印刷業務に従事
した労働者が胆管がんを発症したとする３件の労災請求事
案がなされたところです。
　現在までのところ業務との因果関係は不明であり、原因
の究明作業中ですが、予防的観点から、労働安全衛生法令
及びがん原性指針に基づき、下記のとおり化学物質による
健康障害防止対策の適切な実施につき要請したく、貴会傘
下の会員事業場等に対し周知いただくようお願いします。

記
１　事業場で使用しているインク、洗浄剤等について、安
全データシート（労働安全衛生法（昭和47年法律第57
号。以下「法」という。）第57条の２による通知等をい
う。以下「ＳＤＳ」という。）によりその化学物質の成
分を把握すること。
２　上記１で把握した成分に特化則の対象物質が含まれる
場合には、法及び特化則に基づき、労働者へのばく露防
止のため、代替物の使用、局所排気装置等の設置、作業
環境測定、特殊健康診断の実施、作業主任者の選任、作
業の記録、安全衛生教育等の設置を確実に講ずること。
３　上記１で把握した成分にがん原性指針の対象物質が含
まれる場合には、当該指針に基づき、作業工程の改善、
局所排気装置等の設置、保護具等のばく露低減化装置、
作業環境測定、労働衛生教育及び労働者の把握等を行う
こと。
４　上記１で把握した成分に有機則の対象物質が含まれる
場合には、法及び有機則に基づき、労働者へのばく露防
止のため、作業工程の改善、局所排気装置等の設置、一
定の場合の呼吸用保護具の着用、作業環境測定、特殊健
康診断の実施、作業主任者の選任、安全衛生教育等の設
置を確実に講ずること。
５　上記２，３及び４に該当するものを除き、１で把握し
た成分に法第57条及び第57条の２の規定により表示等又
は文書の交付等が義務付けられている物質が含まれてい
る場合については、ＳＤＳの危険有害情報に従って、換
気、防毒マスクの着用等の自主的なリスクの低減装置を
講じるとともに、法第101条の規定により事業場内に表示
する等により労働者に周知を行うこと。
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  埼玉県印刷営業士会総会が、6月
16日（土）マロウドイン熊谷で開
催されました。当日は出席19名、
委任状提出が24名、合計43名での
議案審議となりました。冒頭印刷
産業人綱領の斉唱で会員の心を一
つにする事ができました。
　続いて齊藤清会長より「価格競
争に巻き込まれることなく、しっ
かりとしたコンセプトの上で、自
社の得意とするノウハウや付加価値を提案することが新規
顧客獲得の上で重要」との認識が述べられ、更に本埼印工
だより2月号掲載のとおり、県の入札制度に最低制限価格制
度や所在地要件などが導入され、一定の効果が出てきてい
る反面、厚生労働省の入札において競り下入札結果32回目
で開始価格の56パーセントでの落札事例があったという組
合官公需対策委員長岩渕氏の言葉を例にとり話されまし
た。こうした電子入札制度の悪しき事例に陥ることなく、
適正な利益での受注、更には企業内努力により受注価格で
いかに利益を生み出してゆける企業体質にできるかが今後
は大変重要であると述べました。変化の速いこの時代の生
き残りのためにも、総会後の講演「日本的企業経営とは何
か」を日頃の営業活動に大いに生かしてほしいとの言葉が
ありました。
　その後齊藤会長が議長に選任され第1号議案平成23年度事
業、決算報告と監査報告がなされ審議の後賛成多数にて可

決されました。続いて第2号議案　役
員選出では新たな役員案が提案され
賛成多数で可決され、さらに第3号議
案　平成24年度事業計画案、予算案
について提案がなされ審議の後賛成
多数にて可決、全ての議案が提案ど
おり無事可決されました。
　その後来賓を代表して新井正敏組
合理事長が祝辞に立ちその中で「印
刷産業には３つの顔があり、その３

平成24年度　第28回営業士会総会開催される

つとはものづくりとしての顔、情
報産業としての顔またサービス産
業としての顔である。いかなる厳
しい時代であっても、共に学び、
営業士会同志のネットワークを築
いていこう。ダーウィンの言葉に
「生き残るものは強いものでもな
く、賢いものでもない。その時代
に対応したものが生き残るのであ
る」とある。全てのチャンスを生

かし、各人が営業の腕を磨いていって下さい。」と激励さ
れました。
　総会終了後第Ⅱ部のセミナーが行われ、株式会社紙之新
聞社　編集長杉山寿朗氏が「日本的企業経営とな何か」を
テーマに講演されました。その中で自利利他（お互いに儲
かること）の精神や近江商人の商売理念である三方良し
（売り手と買い手そして世の中も幸福でなければいけな
い）という考え方、また毎日の営業活動自体が修行である
ことを話されました。さらにデジタル文化はいずれ飽きら
れる、しかし紙の文化は決してなくならない、私たちはそ
の文化をさらに繁栄させてゆくという自負と自信を持っ
て、相手を繁栄させることに喜びを求め日々精進してゆけ
ば必ず精神は満足できることを強く説かれました。
　その後は第Ⅲ部の懇親会へと移り、ゲスト参加の溝口洋
紙株式会社の溝口社長様、株式会社吉岡の吉岡社長様、株
式会社共同
紙販ホール
ディングス
の畑野営業
部長様をま
じえ、なご
やかなうち
に散会とな
りました。

講師　杉山氏齊藤会長　挨拶

司会　鬼形常任幹事 新役員と新井理事長
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１．「自利利他」はどこからきたのか。
　　「四苦八苦」の意味　「四苦」＝生　老 病 死、「八苦
（もう四つの苦）」＝愛別離苦 怨憎会苦 求不得苦 五蘊
（うん）盛苦、「五蘊」＝色 受 想 行 識、「色」＝形あ
るものすべて（肉体）、受＝感覚 想＝記憶 識＝知識（四
つが精神）、感覚とは人間には感覚器官が備わっていて
六根（ろっこん）と呼ぶ。六つとは「眼と耳と鼻と舌と
皮膚」と「心」のことで「眼（げん）耳（に）鼻 舌 日本
的資本主義的企業経営の確立に向けて身」と「意」から
なっている。
　　「般若波羅蜜多」の意味　「般若」とは仏陀の得た正
しい智慧（悟り）のこと。「波羅蜜多」とは多く（六
つ）の波羅蜜のことで、「波羅蜜」とは「パーラーミ
ター」の音写で「到彼岸（ひがん）へ到達するための実
践行のこと。六種類あり「六波羅蜜（ろっぱらみつ）」
と呼び、「六度（ろくど）」とも訳され、六つの実践行
で此岸から彼岸へ度（わた）す役割を担っている。
　　「六波羅蜜」の意味　布施波羅蜜 持戒波羅蜜 忍辱波羅
蜜 精進波羅蜜 禅定波羅蜜 般若波羅蜜のこと。「布施波
羅蜜」＝他人に対して広く施しをする実践　「持戒波羅
蜜」＝日常生活の諸規則を守る実践　「忍辱波羅蜜」＝
辱めをじっと我慢する実践　「精進波羅蜜」＝あらゆる
努力を惜しまない実践　「禅定波羅蜜」＝現在している
ことに心を集中させる実践　「般若波羅蜜」＝自分の本
来の姿に目覚める智慧を理解し実践する五つの実践を支
える。彼岸に到達するには菩提（ぼだい）、すなわち悟
りに到達する実践行（修行）をする期間で、日本社会で
は死者を供養する行事として理解させてしまっている
が、毎日の実践行のことで「自利利他」の日日の商売そ
のもの。今風に言えば「Win－Win」の関係を築く商業

倫理の実践のことだ。日日の仕事が修行そのものだ。
２．資本主義と自由　ケインズの自由放任の終焉による資
本主義の修正に対し、ハイエクの自由論、引き継ぐフ
リードマンの大きな政府から小さな政府、サッチャー改
革、レーガン、ブッシュ大統領、小泉改革まで続くこと
が内在する不安定性から自由主義の破綻から、オバマ大
統領のニューディール政策でのルーズベルトの役割、日
本の民主党政権に到る。
３．日本的資本主義的企業経営　戦乱のない江戸時代が訪
れ、武士が商人としていきる道を選択し、武士道が商人
道の先駆的役割を果たした。鈴木正三（しょうさん）は
主著『万民徳用』（1616年）で「何の事業も皆仏行な
り」、仏法も世法も理を正し、義を行って正直の道を用
（もちいる）の外なし」と正直一途に商売すれば報われ
るという商人道は仏の道に通じると説いた。また「商人
なくして世界の自由成るべからず」とも言い、武士であ
り三井財閥の祖三井高利が日本橋で越後屋呉服店（1673
年）を開業し、和紙問屋では紙商小津（1653年）の例も
ある。
４．現代サラリーマンの原点　石田梅巌が京都で神道・儒
学・仏教の三教を調和して1629年に心学道話の講座を開
き、『都鄙問答』（1735年）で「富の主は天下の人々な
り」と断言し、「商人の買利も天下御免（おんゆる）し
の禄なり」「士の禄に同じ」と説き、正直・倹約・勤
勉」の徳目を教えた。門人の手島堵庵が大成し、中沢道
二（どうに）が江戸で普及した。近江商人にも影響を与
え「売り良し、買い良し、世間良し」の現在でも使われ
る協業倫理にも通じている。日本近代資本主義の祖の渋
沢栄一に『論語と算盤』や新渡戸稲造の『武士道』にも
通じる。　

日本的資本主義的企業経営の確立に向けて
営業士会講演

㈱紙之新聞社　杉山寿朗
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　去る６月６日、熊谷市のティアラ会議室において、埼玉
県印刷工業組合新井理事長、また当青年部会ＯＢである大
谷専務理事のご出席のもと、青年部通常総会が開催されま
した。
　事業報告、決算報告、新役員組織図、事業計画、収支予
算と、慎重なる審議が行われ、全議案が無事に承認されま
した。本年度は役員改選期であり、新氏が新会長に就任
し、惠前会長より会長職が引き継がれました。
　新役員の顔ぶれは、以下のとおりです。
会　長　　新　　道行
副会長　　大川　正行　　新井　貴之　　海野　　了
幹　事　　馬場　高成　　馬場　直輝　　大谷　祐一
　　　　　仁居　弘一　　田村　耕次
監　事　　高橋　　徹　　惠　　勇人

　総会終了後、同会場にて新井副会長よりDrupaの報告が
行われました。インクジェット印刷機をはじめとするデジ
タル設備の状況や、ドイツの町並みなどについて伝えてい

平成２４年度 青年部通常総会開催される
ただきました。
　その後、場所を移し懇親会となりました。いつもながら
の盛り上がりをみせ、会員相互の親睦を深めました。最後
に今年度から協賛会員となった井坂会員より挨拶をいただ
き、散会となりました。

開会あいさつ　大川副会長

来
賓
新
井
理
事
長

惠
会
長
挨
拶

海
野
幹
事

閉
会
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こ
と
ば
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会
馬
場
幹
事
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青年部新会長抱負
青年部会長　　新　 道  行　

 
　2010年の印刷市場規模は６兆 1700 億と 1991 年には９兆円規模まで成長した印刷業
界は縮小を続けています。多様化した価値観やITによる生活の変化など様々な要因が
ありますが、私達、埼玉県印刷工業組合青年部は、親会と同じ方向を意識しながらも
青年という若い感性を共有し青年世代としての、業界としての存在価値を創り上げ高
めていく必要があるのではないでしょうか。また、全国青年印刷人協議会に副議長で
出向される恵直前会長との連携を密にして、全国ネットワークでの情報をメンバーに
すばやく発信していくことも重要だと考えます。これから２年間、青年部会長をお預
かりいたしますが、皆様には昨年までと同様のご指導ご鞭撻を、そしてご協力をお願
いいたしましてご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします。

事
業
報
告
新
副
会
長

収
支
決
算
報
告
島
田
会
計

新
役
員
全
員
集
合

Drupa 報告新井副会長
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　５月25日（金）５時より、惠会長の会社である㈱埼京印

刷におきまして全青協関東甲信越静ブロックの 会議が開か

れました。目的及び議題は、①新メンバー達との顔合わせ

をして、目的お共有する。②関東甲信越静 ブロック協議会

の開催地と日程を決める。③連絡方法④緑友会のイベント

参加・交流。⑤親睦を深める。⑥関東甲信越静ブロックの

共創ネットワークづくりの６項目。 

　まず、はじめに惠会長が出演されたテレビ番組をみんな

で鑑賞した後、自己紹介及び様々活発な意見交換。その

後、㈱埼京印刷の工場見学。５Sの徹底した取り組み等を見

せて頂きました。 

　埼印工からは㈱埼京印刷　惠さん・たつみ印刷㈱　新さ

ん・㈱アサヒコミュニケーションズ　新井さん ・望月印刷

㈱　望月さん・新潟より(有)兄弟堂印刷所　村上さん　長野

より㈱アイデスク　寺田さん・㈱信

光社　小林さん　 静岡より松本印

刷㈱　松本さん・㈱中央パッケージ

ング　門岡さん・㈱横山事務機　横

山さん・茨城から㈱横山印刷　横山

さん 山梨から㈱アドヴォネクスト

　井上さん・ウモ　齊藤さん・秋山紙販売㈱　秋山さんが

出席。 

　第二部の懇親会からは埼印工の三共印刷㈱　大谷さん・

栃木の小林印刷㈱　小林さん・又地元の(有)エスフィールド

　篠原さん ㈱NPC　岡田さん・海老原さん 千葉のカラーユ

ニバーサルデザインエキスプレス　小粥さんが合流され川

口の豆腐店で舌鼓を打ちつつ談笑。夜の更けるのも忘れ、

多いに親睦を深め合いました。
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　2012年６月10日（日）９：00～13：00　広島県広島市中
区「世羅別館」にて新メンバー議長１名、副議長11名によ
る平成24年度　第１回　全青協正副議長会が　行われまし
た。
　前期の全青協では「経営戦力としてのＣＳＲ」に取り組
み、私たち印刷産業が今後社会に必要とされ続ける、存在
になるための取り組みの勉強を行いました。
　そして今期は、必要とされる存在になるために「ブラン
ディング」を２年間、取り組んで行く事になりました。
　「ブランド力」の方が、分かりやすいかもしれません
が、「ブランド」の持つ意味からはじまり、テキストブッ
ク・ワークショップ・テーブルディスカッションなどのコ
ンテンツ創りを一から創り上げるのが正副議長会議の場と
なります。

　全青協正副議長に選ばれ
た全国の代表メンバーたち
は、印刷を愛している、高
い志しを持った印刷青年人
の集まりです。
　会議では、自分の思いや
意見を惜しみなくぶつけ合
い、より良い物を全国の青
年会のみなさんに伝えたい

と言う思いが感じる内容の会議となりました。
　私も今期から２年間　正副議長として印刷業界の発展

全国青年印刷人協議会 関東甲信越静ブロック
副議長　惠　勇人

荷札加工のご用命は…
この度高速荷札製造機械を導入！

複写伝票荷札は勿論、何でもこなせる大型汎用機。
補強玉紙、金属鳩目、針金を組み合わせ自由に取り付ける事が可能に…。
幅広いニーズにお応えできるようになりました !

その他、手作業も承け賜ります！
お見積りいたします！お気軽にご連絡ください !!

有限会社 植松技研工業
〒346-0031埼玉県久喜市久喜本 46 TEL・FAX 0480（23）1326
http://www2.ocn.ne.jp/̃ugkUematsu Giken Kogyo Co.

と、印刷産業の存在価値を高めて行く為に、微力ではあり
ますが、10県の代表として力を尽くして参りますので
埼印工のみなさま、よろしくお願い致します。
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　平成24年３月27日（火）、新井理事長以下３名で、東電熊谷支社に埼玉支店長宛の値
上げ見直しの要望書を持参、提出しました。要望書には全組合員の思いを込めた名簿を
添えました。提出に際して、熊谷支社副支社長、お客様コミュニケーショングループ課
長代理の２名が受諾し、３日後、担当者より確かに埼玉支店長に届けた旨の連絡を受け
ました。

　関東五県印友会（群馬
県工組・吉田吉太郎会
長）の平成24年度例会が
６月８日・９日開催され
ました。
　昨年の例会は東日本大
震災の影響で中止とな
り、二年ぶりの開催は千
葉県工組の主管で鴨川
市・鴨川ホテル三日月に
於いて行われました。
　初日は昼食後、勝浦市
の老舗酒蔵、吉野酒造
（株）を見学し社長様よ
り製造工程などを丁寧に説明してもらい、試飲を頂き、そ
の後、日蓮聖人誕生の地、誕生寺を見学して２時間程の視
察を終えました。

　ホテルに戻っての会議で
は、千葉県工組・日暮理事長
による開会宣言、吉田会長の
挨拶を経て議事に。
議題は「一人一人が考えて予測
する“どうなる印刷業は”」「業
態変革取組の活性化について」
の二つのテーマを柱に各県工
組からの出席者約 40 名からそ
れぞれの会社の取り組み、改革
など活発な意見が議論され予
定時間をオーバーする会議と

関東五県印友会 開催in千葉

なりました。
　二日目は「印刷ビジネスの
動向2011－2012」というテー
マで公益社団法人日本印刷技
術協会研究調査部シニアリ
サーチャーの藤井建人氏に講
演をして頂き、国内、世界的
に見た印刷業界の動向、付加
価値を付けた印刷物の成功例
などを現物製品を持参して説
明してもらい、その後閉会と
なりました。
　関東五県印友会の来年度の例
会は埼玉工組が主管県となりま
す。長瀞での開催を予定していますが、宝登山見学、ライ
ン下り体験などを考えております。会議、講演会、また懇
親会に多くの組合員、関連業者の皆さんに参加してもらえ
ればと思います。

東電へ値上げ見直しの要望書を提出！

五県会長　吉田理事長

発表する櫻井副理事長 会　議

千葉　日暮理事長
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▲県知事賞
おいしい彩の国★発見！レシピカード
㈱太洋社印刷所　U D チ ー ム

▼さいたま市長賞
郷土大使ヤサイタマン
㈱秀飯舎　高木秀明 氏

▼理事長賞
つくってみよう！めぐってみよう！とびだす埼玉県
㈱秀飯舎　鈴木織江 氏

▲さいたま市教育委員会教育賞
家計お助け戦隊！ FPレンジャーペーパークラフト紙相撲
望月印刷㈱　小林健人・徳竹　功 氏
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　平成24年３月９日（金）、東京ＤＩＣビル会議室におい
て、関東甲信越静地区協議会下期定例会が開催され、埼印
工組から新井理事長他６名が参加しました。
　まず主管県である栃木工組の小林理事長から歓迎の挨拶
があり、協議会の堀会長（新潟県理事長）の挨拶では、日
暮千葉県理事長への会長のバトンタッチの報告がありまし
た。続いて定例会議が異議なく終了し、水上会長からの挨
拶とメッセージがありました。「震災から１年が経ちまし
た。あらためて振り返ってみて、組合としてどう考える
か、組合の価値、重要性を再確認することができました。
　印刷業界の現実は、大変厳しいです。もう社会が苦し
い、世界経済がおかしいのは皆さんご承知の通りで、供給
過剰の社会になっております。激烈な価格破壊が進み、更
に不安定な中で資材が高騰しています。ネットへの移行、
節電の問題等をかかえています。2008年のリーマンショッ
クで予想以上のダメージを受けました。そして2010年には
電子書籍元年といわれ大きく揺さぶられました。2012年は
私達が印刷業の舞台に残るか降りるかを決断しなければい
けないくらい厳しい年になる覚悟を持って進みたいと思い
ます。全印工連は８年前から業態変革を皆さんに訴え続け
ました。情報を流すのが組合の役割です、是非ご活用いた
だきたい。変革は大変なエネルギがいります。利益が出る
構造を創らなければいけない。
【今までは誰かが仕事を創ってくれた】
・今まで本当に厳しかったのか？
・変化のスピード
・2008年のリーマンショック：まだなんとかなった
・2011年の震災・津波・原発ですべてが変わった。もは
や、従来のビジネスモデルは通用しない
・過去との決別・現在・未来→熱中と使命感
【一体、何をすればいいのか】
・管理とは何か
・管理とは「人事」の管理
・「人事」とは人と仕事の管理
・やはり、結論は「ダーウィン」

・最大の差別化は企業風土
→企業文化
（１）経営理念
　　　経営理念の徹底
（２）経営戦略
　　　ビジネスモデル革新
（３）営業戦略
　　　営業強化
（４）現場力強化
　　　徹底した数値化の仕
　　　組み強化
（５）企業文化
　　　営業強化
（６）まとめ
　　　魔法の杖はない　　
業態変革をしていない会社
は、１．戦術はあっても戦
略がない ２．ソフト化、
サービス化にのりきれない 
３．横並び意識が強い。
やるべきことは、営業戦略、生産戦略、情報戦略の３つの
戦略が必要。
大事なことは、人事の管理。どこにも真似のできない企業
風土を創ること」

　次に技能五輪で金メダルを獲得した亜細亜印刷藤森社長
の講演とご本人の伊藤真規子さんの金メダル獲得までの過
程の講演が行われました。苦労と、人間として成長したと
自他共に認める成長の様子が熱く語られました。
栃木工組小林理事長より次期開催県の群馬工組吉田理事長
に大会旗を引き継ぎ、定例会は全て終了しました。

関東甲信越静地区協議会 平成23年度下期定例会開催される

岩渕委員長　分科会報告

水上会長
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　平成24年度支部総会が６月１日熊谷商工会議所に於いて
開催されました。
支部員 11社、特別会員３社合計 14社中出席９社、委任状
５社の参加を頂き議案全てを滞りなく承認を頂き終了致し
ました。総会に続き埼印工組執行部と支部員との懇談会を
行いました。
　ゲスト　理 事 長　新井正敏様　副理事長　岩渕　均様
　　　　　副理事長　佐藤伍郎様　　
　　　　　専務理事　大谷純一様　理　　事　野坂弘幸様
1. 理事長より有機溶剤による胆管癌の発症に付いて、主に
キンヨークリーンが原因物質を多く含み現在は製造停止
しており、代替え品としてベストクリーンゼロと言う製
品が出ている。そして揮発性の溶剤使用時は換気とマス
クの着用に特に注意してほしいとの説明がありました。
2.　各地区における印刷業界の現状について
　私の実感では熊谷地区に於いて昨年の夏以降価格の低下
がすさまじくなり、正に淘汰の時代に突入したのでは無
いかと実感しております。県内においても、県南の都市
部と県北地域における地域間格差、規模別格差の実態に
ついて情報交換をしたいと言うことで各ゲストの方に地
元の実情をお聞きしました。共通していえることは価格
の下落に悩まされているのは皆同じで、特に役所の仕事
はなかなか取れないとのことでした。
3.　今年の新年会の講演「見える化」について
　売値から作業が進むにつれて、作業原価を減額していく
方式で、データーは誰でも見られる仕組みで、講演をさ
れたような優良企業では利益を上げる為の数値管理です
が、我々の規模では倒産を防ぐための数値管理は是非と
も必要であり、印刷業界向けの市販ソフトは「印刷管太
郎」が月額７万円という業界紙の記事にありますが、小
規模企業では高くて使えません。全印工連に於いて、エ
クセルを使った見積りシートをベースにした程度の小規
模企業向けの管理ソフトの普及を進めて頂くことは出来
ないのでしょうか。
4.　受注環境の悪化に伴いどう対処すべきか
　業態変革に付いて・ユニバーサルデザインの必要性につ
いて・総会時の日銀の講演について・日本の印刷「中小
企業が生きのびるためのアンケート」について・武銀調
査レポートについて、ゲストの方々から説明とご意見を
頂きました。組合行事に参加出来なかった支部員には今
年度１年間の組合活動の内容をお伝えすることが出来た
と思います。
5.　組合活動のあり方について
　組合員の減少が続く中、今後益々減少傾向は加速すると
思われます。組合員の多くを占める従業員10人以下の会
社では、組合は我々の商売には関係がない。組合費を納
めるのはもったいない。という話を多く聞きます。私も

そう思っている一人です。しかし規模の大きい会社は独
自で必要な改革は出来ますが、零細規模業者ほど組合と
いう共同の力が必要とされています。全印工連に於いて
小規模企業委員会を新設して、前出の小規模向け管理ソ
フト、組合員しかあつかえない商品開発、又印刷技術の
進歩により、従来の技術の設備、材料が入手困難になっ
ています。しかし従来の方式が全て無くなっていいわけ
ではありません。組合という全国組織を使って各メー
カーと交渉に依り必要な設備の維持、材料の確保を行っ
て頂く事は出来ないものでしょうか。
6.　デジタル印刷機の普及による需要の変化について
　ドルッパにおける各メーカーのデジタル印刷機の参考出
品の業界紙記事を紹介し、B２判のジェットプリンター
機、電子写真方式印刷機等の出現により、近い将来印刷
の世界も大きく様変わりするのでは無いか、又本当に普
及するのかという見方は様々ですが、ランニングコスト
次第という事では無いかと思いますが、新しい印刷の時
代が来ることは必死で、新しい時代に乗るのか、はじき
出されるのか無関心では居られないと思います。益々組
合組織を使った情報交換が必要だと思います。

熊谷・鴻巣支部　椎橋俊夫

平成24年度支部総会開催

支 部 だ よ り

　昨年の県民の日に、産業功労賞で知事表
彰を受賞（埼印工だより122号で紹介）され
た新井氏は、24年６月の役員会に於いて、
埼玉県印刷工業組合に活動支
援金として30万円の目録を事

務局に手渡されました。組合にお礼としての
気持ちで、「有効に使われ、組合活動の一助
になれば…」との思いを話しておられまし
た。

理事長　当工組に寄贈する

6 月 26 日　古内印刷㈲ （川越支部）
ご母堂　古内純子様 （81 歳）

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

訃　報



（16）平成24年７月20日 第123号埼 印 工 だ よ り

初夏の栂池
アサヒコミュニケーションズ　　福田雅俊

水芭蕉が咲き乱れる自然園。
残雪の山々と初夏の日差しのコントラストがまぶしかった
です。

闘 魂

一 本 !!

行

㈱深谷カーボン　　深町満夫
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夏の八千穂高原自然園
アサヒコミュニケーションズ　　石川雄二

高千穂高原自然園内にある清流で、昨年の夏初めて行き
ました。秋にも行くと、台風の影響で土砂が流れ景色が
変わってしまっていました。
もう見ることの出来ない風景です。


